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三陸ジオパーク推進協議会

第１１8号

令和8年6月5日(金)～7日(日)に東京駅隣接の「KITTE」
地下1階にて、ジオパークと食をテーマにしたPRイベント
が開催されました。ミニトークやクイズ、地域の特産品の
物販等を通じ、全国各地のジオパークの価値や魅力を広く
発信しました。

●三陸ジオパーク認定ガイド講座
が始まりました

第2回目の日程
◆南部会場 9月8日(火)
釜石市 青葉ビル1階

◆北部会場 9月16日(水)
岩手県久慈地区合同庁舎６階

⇒詳しくはHPをご覧ください

＊今回からの受講も可能です！

ジオパーク・食の祭典～地球を味わい尽くす。～

JGN 東京イベントに出展

三陸ジオパークのフィールドで、地域の探求授業が実施されていま
す。主に震災学習で三陸を訪問する学校も多いですが、地域の学生が
地域のことを学ぶ機会として、現地での体験が一番おすすめです。

ジオパーク授業

岩手県立宮古高校 ２年盛岡市立城東中学校 2年

岩手県立大学宮古短期大学部 1年

日本ジオパークネット
ワーク（JGN）が初開催
し、全国各地から出展者
が集い、会場内は地球の
絵柄の風船と各ジオパー
クの幟で装飾され、とて
も賑わっていました。

三陸ジオパークでは「三陸ジオクイズ」を中心に、16市
町村の代表的なジオの見どころを紹介しながら「三陸に来
たことがありますか？」というシール台紙を用意して、認
知度アンケートを実施しました。知っているという回答は
半数ほどで、仕事やボランティアなどで行ったことがある
あるいは出身地ですと懐かしくお話しいただく方もありま
した。また、近々行く予定にしているという方もいらした
ので情報提供を行いました。クイズに挑戦いただくことで
三陸ジオパークを知ってもらう良い機会になりました。

三陸ジオパークで学ぶ

山田町の大沢漁港
で地域の水産業の歴
史について認定ガイ
ドが説明。くじらと
海の科学館の見学及
びジオパーク専門員
による震災防災学習

陸前高田市の東日
本大震災津波伝承館
の見学と復興祈念公
園を認定ガイドが案
内する震災防災学習

岩泉町の龍泉洞と岩泉ヨーグルト工場見学
宮古市田老の防潮堤と津波遺構で震災学習
バス車内で移動中にも認定ガイドの案内

地質各論の講義（なるてら受講者も一緒）



野田村には花崗岩が多く分布しており、風化して砂浜などに流れ出た砂鉄で、たたら製鉄
が行われていました。それで作られた鉄釜を用いて海水を煮詰め、塩を生産していました。
その「野田塩」を十府ヶ浦海岸から盛岡や鹿角方面へ、牛の背に載せて運んだ輸送路が「塩
の道」です。当時の野田の人々の暮らしを支える重要な生活道路でした。冬の積雪期であっ
ても道が途絶えないよう、運ぶ荷物がなくても人が歩き続けたと伝えられています。
現在は国道が整備され、野田から盛岡へ向かう際

に塩の道を通る必要はなくなりましたが、現在の県
道29号沿いに足跡が多く残されております。
久慈市の山あいに広がる霜畑地区周辺には、かつ

て「塩の道」と呼ばれた街道にまつわる史跡が数多
く残されており、そのいくつかを紹介します。

①石の標柱が残されている 関御番所跡

③ 奥清水のベゴ泊まり場跡 （右上は秋時）

②広い敷地の一角にある 旧馬場家住宅跡板倉

＜北部ブロック＞

久慈市山形町の「野田塩の道」関連史跡を紹介します

史跡① 関御番所跡
山形町小国地区から角掛峠を越えると、「関」とい

う地区があります。
野田（南部藩領）から盛岡へ向かう際、この付近で

は一時的に八戸藩領（現在の久慈市山形町から葛巻
町）を横切ることになります。そのため、ここには南
部藩と八戸藩の境界には関所が設けられました。現在
も残る「関」という地名は、この関所に由来するとさ
れています。

史跡② 馬寄平と旧馬場家住宅
関番所跡から平庭方面へ進むと、「馬寄平（まよ

せたい）」と呼ばれる平地に着きます。
この場所は、九戸政実の乱の際に久慈氏の軍勢300

騎が待機したと伝えられている場所です。その近く
には、「旧馬場家住宅」があります。野田を朝に出
発した牛方たちは、ちょうど昼頃に馬場家へ到着し
たといわれています。
馬場家は塩をはじめ、鉄や雑穀などの交易拠点と

して栄えました。中継地、荷宿、宿泊所としての役
割も担い、現在でも塩を保管していた板倉が残され
ています。

史跡③ 奥清水のベゴ泊まり場跡
馬寄平を過ぎると、美しい白樺林が広がる平庭高

原へと入ります。
キャンプ場近くの沢沿いには、「奥清水のベゴ泊

まり場跡」と呼ばれる場所があります。ここは塩を
運んだ牛方が野宿した跡とされる場所で、牛の水飲
み場が再現されています。

他にも、塩の道周辺には、角掛峠や多々良山など、
歴史や産業との関わりを想像させる地名が数多く残されています。
歴史と自然が織りなす「塩の道」。往時に思いをはせながら、ゆっくりと歩いてみては

いかがでしょうか。

【参考文献】
いわての文化情報大事典 http://www.bunka.pref.iwate.jp/
北三陸ヒストリアデジタルアーカイブ（制作：久慈市教育委員会） https://historia-kuji.jp/kitasanriku_public/

←平庭高原 十府ヶ浦→
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復旧・復興を進めるためには、膨大な量の災害瓦礫を速やかに処理することが急務でし
た。その瓦礫処理で大きな役割を果たしたのが、太平洋セメント大船渡工場です。大船渡
の地下には、古生代石炭紀からペルム紀（約3億年前～2億5,000万年前）に形成された石
灰岩が広く分布しています。この「豊かな地下資源」に着目した先人たちは、石灰岩を活
用したセメント製造に取り組み、その産業はやがて大船渡を代表する基幹産業へと発展し
ました。

三陸ジオパークの特色として「東日本大震災を経験したジオ
パーク」であることが挙げられますが、今回はジオパークの魅力
の一つである「豊かな地下資源」が、東日本大震災津波からの大
船渡の復旧・復興にどのように関わったのかをご紹介します。

震災当時、マグニチュード9.0の巨大地震によって発生した津波
は、大船渡の中心市街地に壊滅的な被害をもたらしました。発災
翌日の早朝、街の様子を見に行くと、一面に瓦礫が広がり見慣れ
た故郷の日常の風景は跡形もなく失われていました。その光景を
前に、私は呆然と立ち尽くしたことを今でも鮮明に覚えています。

「豊かな地下資源」と東日本大震災
三陸ジオパーク認定ガイド 佐藤 聡さん

太平洋セメント大船渡工場も、東日本大震災
で発生した高さ9メートルの津波によって大規
模な被害を受けました。しかし、長さ100メー
トル、直径5.8メートルの巨大なロータリーキ
ルン（回転焼成炉）を活用すれば、約1450℃の
高熱で木くずや廃プラスチック等の瓦礫の処分
ができ、その際に発生する焼却灰もセメントの
原料として利用できます。この特徴を生かした
リサイクル処理の計画が動き出したのです。
津波で被災した製造ラインの復旧や、塩分を

含んだ瓦礫の除塩対策など、幾多の課題を乗り
越えながら、その計画は実行へと進んでいきま
した。

地元・大船渡に瓦礫を焼却処分が出来るプラントがあったことで、瓦礫の撤去はとても
早く進み、近隣の被災地と比較してもその差は歴然としていました。そして焼却処分をす
る瓦礫の受け入れは大船渡から陸前高田へ、そして岩手県、宮城県、福島県と各被災地に
広がって行ったのです。
瓦礫をセメント焼成時の燃料として活用することは、熱エネルギーの有効利用につなが

るだけでなく、埋め立てることなく資源を循環させるという画期的な取組となり、地域復
興の大きな原動力となりました。大量の瓦礫を迅速に処理したことで被災地の早期復旧が
進み、さらには復興に必要なセメントの安定供給にもつながりました。多くの自治体で瓦
礫の処理先が不足する中、民間企業の技術と施設が復興を支えた意義深い事例といえるで
しょう。

東日本大震災から１５年以上の月日が流れ、新しく整備され
た中心市街地も、今では日常の風景となりました。震災の記憶
も少しずつ忘れ去られていきます。しかし２１世紀の日本で最
大級の地球活動がもたらした大災害を「豊かな地下資源」から
生まれた産業が復旧・復興へとつないだという出来事は、三陸
ジオパークならではの視点で見ると、とても興味深い物語です。

東日本大震災からの人々の暮らしの再生を伝えるストーリー
の一つとして、この出来事をこれからも三陸ジオパーク認定ガ
イドとして語り継いでいきたいと思います。現在の大船渡中心市街地

佐藤聡ガイド
自身も大船渡で東日本大震災
を経験した被災者の一人

太平洋セメント大船渡工場とその夜景



編集後記：「豊かな地下資源」～ 今号では、砂鉄、
石灰岩、金山という内容が偶然に重なり、三陸の大地
のものがたりを特集することになりました。

当時はあたり前だった暮らしや文化も、地域の資源
である「大地（ジオ）の恵み」を生かして営まれてき
たものです。そのことを知ると、人々の暮らしや時代
の背景がより身近に感じられます。

三陸各地に見られる鉱山のまちには、栄え、そして
役割を終えていくという共通した歴史があります。現
在ではその名残を地域の歴史・文化として、三陸ジオ
パークの見どころとしても紹介しています。 ～と～

三陸ジオパーク推進協議会
〒027-0072
岩手県宮古市五月町１－２０

（宮古地区合同庁舎２階）

TEL:0193-64-1230 
FAX:0193-64-1234
info@sanriku-geo.com 
httpｓ://sanriku-geo.com/

～今出山金山と人々の暮らし～
山の中に映画館！？

大船渡市のジオサイト

「今出山（いまでやま）金山跡」

を紹介します！

!!クマ出没注意!!
三陸ジオパークのエリアで

も最近クマの出没が多くなっ
ています。

今出山金山などジオの見ど
ころの多くは、熊の生息域で
もありますので、見学に訪れ
る際は、複数人で行動する、
熊鈴を携帯する等、十分に注
意して、散策を

お楽しみくだ

さい。

金が大地に埋蔵されるには、ダイナミックな地球活動が
関与しています。金が産出される謎解きや産金文化に触れ
ながら、地域を紹介するツアーも話題になっています。

【ミニコラム】平泉の黄金文化を支えた金

X はこちら

伊達藩時代の気仙四大金山とは
「玉山、雪沢、今出山、坂本沢」
の各金山のこと。玉山金山からは
産出した金を俵につめて牛で運ん
でいたと言われています。黄金文
化の背景には、気仙地方で産出さ
れた金の存在がありました。

ぽっかりあいている坑道跡

坑道跡内部から

金山事務所跡

今出山に広がる鉱床の成り立ちは、約1億1000万年

前(白亜紀前期)だと考えられています。当時の海底の

火山活動によって、金を含む様々な鉱物が生成され、

今出山金山の礎となりました。今出山（標高756m）の

山頂近くから三陸町甫嶺にかけて坑道跡が分布しています。

今出山の砂金は、古くは平安時代に開発され「中尊寺金色堂

建立に献じた」との伝説があり、室町時代末期には砂金の採掘が行われていたことをうかが

わせる記録が残されています。江戸時代には仙台藩直轄の金山として栄え「気仙四大金山」

の一つに数えられました。昭和初期に採掘が再開されると、山のふもとには、社宅や長屋、

大食堂、クラブ、映画館等が建てられ、活気あふれる鉱山町が生まれました。

当時は、毎週映画が上映されるほど賑わいある町だったそう！

現在も、静かな山中には坑道跡や水路跡、事務所跡のほか映画館跡等が残り、苔むした石

垣からは、当時の面影を感じることができます。特に、山道を進んだ先に現れる坑道跡は迫

力満点 たくさんの人々が働き、金山と共に歩んだ暮らしと鉱山の歴史を身近に感じられ

ます。歴史ロマンあふれる今出山金山。

気仙の産金の歴史に思いをはせながら、ぜひその魅力を体感してみてください。
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